
書  写
I 教科、種目の観〕点

資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )に示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

Ⅱ 選定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとに、特に目立った事柄を取り上げること。|

2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、適正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項 目とは、対応させて読み取ること。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨。内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となつているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得することができるよう工夫されているか。

知識 i技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育成することができるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度を身に付けることができるよう工夫されているか。

各教科等の学習活動や社会生活に生かせる書写の能力を育成することができるよう工夫されているか。

毛筆の指導は、硬筆の能力の基礎を養うことができるよう工夫されているか。

硬筆と毛筆の分量は、適切に配慮されているか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバーサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに適切な記述となつているか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果にギ分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、適切に配慮されているか。
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Ⅲ 書 写

・文字の歴史や平仮名の成立、 1源氏
物語」が千年に渡り受け継がれてき
た歴史など、文字文化に関する題材
を取り上げることで、我が国の伝統
と文化を尊重する態度を養 うことが
できるよう配慮されている。

・ 3年 「全国文字マップ」には、大浦
天主堂にある「天主堂」の文字の写
真が掲載 されている。また、巻末の
「はがきの書き方」には、 「長崎」
の手本が掲載 されている。

光 村教  出

・ 文字の変遷や、歴史上の人物が残 し

た文字、日本建築 と書など、文字文

化の豊かさに触れる題材を取 り上げ
ることで、1我が国の伝統と文化を尊
重する態度を養 うことができるよう
配慮されている。

・ 2年 「新聞を書く」には、題宇例の
中に長崎新聞の題宇の写真が掲載さ
れている。また、 3年 「多様な表現
による文字」には、島原城の石碑の
写真が掲載されている。

・平仮名の成立や、その写7′Rと なつた
漢字の歴史、「伝達」に関する文字
文化について取り上げることで、我
が国の伝統と文化を尊重する態度を
養 うことができるよう配慮されてい

る。

・ 2年 「書いて身につけよう」には、
「長崎」の行書の手本とともに、長
崎の特産品であるカステラが掲載さ
れていると

三省堂

「いろは歌」や、文宇の成 り立ちと

移 り変わり、伝統的な文字絵など、
文字文化に関する題材を取り上げる
ことで、我が国の伝統と文化を尊重
する態度を養 うことができるよう配
慮されている。

1年 「年賀状を書こう」には、「長
崎jの行書の手本が掲載されてい
る。また、 2年 「文字と絵」には、
長崎県のシンボルマークとその解説
が掲載されている。

東 書

０
す「簿
破
即
岬
拶
育衣唯
噺
鰤
上
鞣
内県
彰
育
櫛
蜘

な

つ
て
い
る
か
。

０
絡
務
癬
堤
張鶏
習の峰生統力ヽ・せ文靴
孫
弥輔
暦
携燃ヾ
唯
煮
荘
ム理

発行者
観点

‐

拗
酷
盛
鉢
辞

卵
鯉
銑
ゃ
第
二
期
張
崎
県
教
育
振
興
基
本
計
画

つ
趣
旨

内
容
を
踏
ま
え
て
、
豊
か
な
人
間
性
の
育
成



Ⅲ 目 書 写

光 村

・ 全教材に 「学習の窓」を設け、学習
のポイン トを示す とともに、硬筆に
ついて、繰 り返 し練習することがで

きる「書写ブック」を設けること
で、基礎的・基本的な知識 。技能を
確実に習得することができるよう工

夫されている。

と毛筆の学習においては、朱墨の濃淡
や運筆の写真を用いて筆使いを示す
とともに、槽書と行書の違いを比較
できるよう並べて配置することで、
筆使いの基礎的・基本的な知識・技
能を習得することができるよう工夫
されている。

1目 標を吾こう」や I日 常に役立つ

書式」において、書写で身に付けた
力を学校生活や 日常生活に生かせる
ような活動を設定することで、思考
力、判断力、表現力等を育成するこ
とができるよう工夫されている。

・ 学習の進め方を 1考えよう」 I確か
めよう」 「生かそう」と明示するこ
とで、生徒が見通しをもつて学習に
取り組んだり、生徒同士で意見を交
換したりすることを通して、主体的
に学習に取り組むことができるよう
工夫されている。

教 出

I書写をとお して字んでいくこと」
において、身に付ける力を系統的・

段階的に図示することで、学習に見
通 しをもち、基礎的・基本的な知

識 a技能を確実に習得することがで

きるよう工夫されている。

・ 毛筆の学習においては、朱墨の濃淡
や運筆の写真を用いて筆使いを示す
とともに、「考えよう」では、習得
した知識を書いて確かめる欄を設け
ることで、筆使いの基礎的・基本的
な知識・技能を習得することができ
るよう工夫されている。

I学習を生かして吾く」において、
教材を通して身に付けた力を、各教
科等や 日常生活など、様々な場面で
活用する活動を設定することで、思
考力、判断力、表現力等を育成する
ことができるよう工夫されている。

。学習の進め方を 1目 標」 I考 えよ
う」 「生かそう」 「振 り返ろう」
「学習や 日常生活に生かそう」と明
示することで、内容や到達度を生徒
が確認したり、生徒同士で意見を交
換したりすることを通して、主体的
に学習に取り組むことができるよう
工夫されている。

三省堂

・導入部分に単元の基本構成を示した
り、各教材冒頭の「書き方を学ば

う」において、学習のポイントを明
確に提示したりすることで、基礎
的 。基本的な知識・技能を確実に習
得することができるよう工夫されて
いる。

・ 毛筆の学習においては、朱墨の濃淡
や青線・青点線で筆使いを示すとと
もに、楷書と行書の違いを比較でき
るよう並べて配置することで、筆使
いの基礎的・基本的な知識・技能を
習得することができるよう工夫され
ている。

I吾いて身につけよう」において、‐

日常生活・社会生活で使 う言葉や書
き方を硬筆で練習する活動を設定す
ることで、実践的な力の定着を図る
とともに、思考力、判断力、表現力
等を育成することができるよう工夫
されている。

・ 学習の流れを 1目 標を確かめよう」
「書き方を学ぼう」 「見つけよう。

考えよう」 「毛筆で書こう」 「学習
を振 り返ろう」 「書いて身につけよ

う」 「自分の言葉でまとめよう」と
明示し、学習内容や到達度を生徒が
確認することで、主体的に学習に取
り組むことができるよう工夫されて
いる。

東 書

「
書写のかぎ」において、学習事項

を焦点化するとともに、自己評価に
役立つ 「まとめ」と「書写テス ト」
を設けることで、基礎的・基本的な
知識・技能を確実に習得することが
できるよう工夫されている。

・ 毛筆の学習においては、朱墨の濃淡
で筆使いを示すとともに、行書の特
徴的な動きを「二・十 。日・人」に
類型化することで、筆使いの基礎
的・基本的な知識・技能を習得する
ことができるよう工夫されている。

I生活に広げよう」において、手
紙 。本のポップなど、具体的な場面
に応 じて、何をどのように書けばよ
いのかを考える活動を設定すること
で、思考力、判断力、表現力等を育
成することができるよう工夫されて
いる。

・学習の進め方を 1見つけよう」 1確

かめよう」「生かそう」 「振り返つ
て話そう」 「生活に広げよう」と明
示することで、学習内容や到達度を
生徒が確認したり、生徒同士で意見
や考えを交流したりすることを通し
て、主体的に学習に取 り組むこどが
できるよう工夫されて|ヽ る。
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Ⅲ 書 写

。中旨書、行書の学習において、毛筆の

学習の後に硬筆で振 り返り学習を行
い、さら1こ 「書写ブック」 (硬筆で
の練習枠・欄あり)において毛筆の

要素とリンクさせながら硬筆練習を
行 うことで、学習内容の定着を図る
とともに、硬筆への意識付けや、硬
筆の基本的な技能を習得することが
できるよう工夫されている。

・各学年の毛筆と硬筆の本文における
割合は、毛筆にやや重きを置く配分
となつているが、「書写ブック」に
おいて硬筆で書く活動を豊富に設定
することで、適切な配分になるよう
配慮されている。

光 村

I行吾を活用しよう」や巻末の 1日

常に役立つ書式」などにおいて、学
級目標や看板、冊子など、書写で身
に付けた資質・能力を活用する題材
を提示することで、言語活動や社会
生活に生かすことができるよう工夫
されている。          

｀

教  出

I学校生活に生かして書く」や巻末
の 「書式の教室」などにおいて、ポ
スターや案内状など、各教科等の学

習や実社会につながる題材を提示す
ることで、言語活動や社会生活に生
かすことができるよう工夫されてい

る。

・楷書、行書の学習において、いずれ
も最初に硬筆で試し書きを行い、毛
筆練習を行つたのち、単元末に「学
習を生かして書く」として硬筆での

練習 (硬筆での練習枠・欄あり)を
配置することで、学習内容の定着を
図るとともに、硬筆今の意識付け
や、硬筆の基本的な技能を習得する
ことができるよう工夫されている。

・ 各学年の毛筆 と硬筆の本文における
割合は、学年ごとに差はあるが、毛

筆学習の前後に硬筆の欄を設けると
ともに、 3年間でバランスをとるこ
とで、はぼ均等な配分となるよう配
慮されている。

三省堂

。「やつてみよう」や巻末の I資料
編」において、新聞や情報誌、名言
集など、各教科等の学習や生活に関
連した教科等横断的な題材を提示す
ることで、言語活動や社会生活に生
かすことができるよう工夫されてい
ると

・楷書、行書の学習において、毛等の

学習のあとに硬筆で繰 り返し練習す
る「書いて身につけよう」 (硬筆で
の練習枠・襴あり)を複数ページに
わたり配置することで、学習内容の
定着を図るとともに(硬筆への意識
付けや、硬筆の基本的な技能を習得
することができるよう工夫されてい

る。

,各学年の毛筆 と硬筆の本文における
割合は、毛筆の後に硬筆で繰 り返 し

書いて学びを確かなものにする活動
を配置することで、毛筆 と硬筆が、
ほぼ均等な配分となるよう配慮 され
ている。

I生活 に広げよ う」や春末の I香写

活用ブ ック」において、手紙や本の

ポップ、パンフレットなど、生活場
面や各教科等の学習と連動した題材
を提示することで、言語活動や社会
生活に生かすことができるよう工夫
されている。

・楷書、行書の学習において、毛筆の

学習のあとに硬筆で振り返 り学習を
行い、単元末に「まとめ」として硬
筆での練習 (硬筆での練習枠・欄あ
り)を配置することで、学習内容の
定着を図るとともに、硬筆への意識
付けや、硬筆の基本的な技能を習得
することができるよう工夫されてい

るも

・各学年の毛筆と硬筆の本文における
割合は、硬筆にやや重きを置く配分
となつているが、硬筆と毛筆を関連
付けた単元構成にすることで、効果
的な指導ができるよう配慮されてい
る。

東 書
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Ⅲ 目 書 写

・ B5判で、行吾の主要教材は 4ペー

ジで構成 され、前半 2ページに学習
の流れを、後半 2ページに半紙原寸
大の毛筆教材文字を配置すること
で、学習の要点を視覚的に捉えるこ
とができるよう配慮 されている。

光 村

`文章表現は、、主に常体であり、学習
の内らや流れを明確かつ端的に示す
とともに、大きな文字で強調するこ

とで、生徒が理解 しやすくなるよう
工夫 されている。

Iコ ラム」 1学校生活・ 日常生活」
「やつてみよう」では、日常生活に
おける書写に関連する事物を写真 と
イラス トを組み合わせて掲載するこ

とで、生徒の興味、関心を引き出
し、学習意欲を高めることができる
よう配慮 されている。

・各単元の「確かめよう」では、運筆
の連続写真を用いることで、学習効
果を高めることができるよう配慮さ
れている。

・単元末の「コラム」では、書写に関
連する様々な事物が写真で掲載され
ている。また、全体を通して事物や
作品、中学生が学習している場面の

写真を多く掲載することで、生徒の

興味、関心を引き出し、学習意欲を
高めることができるよう配慮されて
いると

・ 行書の運筆の特徴を部分的に拡大し
て示すことで、学習効果を高めるこ

とができるよう配慮 されている。

・ AB判で、毛筆教材は見開き 2ペー

ジで構成 され、右ページに半紙形の

毛筆教材文字を、左ページに学習の

進め方を配置することで、段階的に
理解を深めることができるよう配慮
されている。

教 出

・ 文章表現は、主に常体であり、学習
の目標を明確かつ端的に示すこと
で、生徒が目標を確認したり、学習
を振り返ったりしやすくなるよう工
夫されている。

・ B5判で、毛筆教材は見開き 2ペー

ジで構成 され、右ページに学習のポ

イントなどを、左ぺ▼ジに毛筆教材
文字及び振り返りを配置すること
で、学習の見通しをもち、主体的に
学習を進めることができるよう配慮
されている。

三省堂

・文章表現は、主に常体であり、写習
のポイントや流れを言葉や文ととも
に、マークや色枠で強調して示すこ

とで、生徒が理解しやすくなるよう
工夫されている。

掲載されている。また、巻頭の「学
習のはじめに」では、姿勢や筆の持
ち方などを大きな写真を用いて示す
ことで、生徒の興味、関心を引き出
し、学習意欲を高めることができる
よう配慮されている。

・ 3年 I身のまわ りの文写」では、日

常生活における身近な文字の写真が

・ 学習の留意点をキャラクターのセ リ
フとして提示することで、学習効果
を高めることができるよう配慮 され
ている。

AB判で、毛筆教材は見開き 2ペー

ジで構成され、右ヘージに学習過程
を、左ページに毛筆教材文字及び学
習のポイン トが分かるインデックス

を配置することで、何をどのように
学ぶかを提えることができるよう配
慮 されている。

東 書

・文章表現は、主に常体であり、学習
のポイントを「書写のかぎ」とし
て、短い言葉で簡潔にまとめること
で、生徒が理解しやすくなるよう工

夫されている。

様々な教科の学習活動、日常生活の

中で扱 う書式や内容をイラス トを交
えて示したり、「文字のいずみ」で
は実際の事物の写真を掲載したりす
ることで、生徒の興味、関心を引き
出し、学習意欲を高めることができ
るよう配慮されている。

・学習のポイントをキャラクターのセ

リフとして提示することで、学習効
果を高めることができるよう配慮さ
れている。
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と
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も分
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り
や
す

く
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適

切
な

記
述
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効 め写
真
、

挿
絵
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図
表
な

ど
は
、

学

習
意

欲
を
高

る
と
と
も
に
、

学

習
内
容

と

の
関
連
や
学
習

果
に
十
分
配
慮
さ
れ

て
い
る
か
。
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学
習
効
果
や
使
い
や
す
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、
見
や
す
さ
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ニ
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ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
等
の
観
点
か
ら
の
表
記

・
表
現
や
体
裁
の
特
長


